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 Ⅰ．事業評価総括表  

（単位：円）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （備考）事業が２つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。  

番号 措置名 交付金事業の名称 
交付金事業者名又は 

間接交付金事業者名 

交付金事業に 

要した経費 
交付金充当額 備考 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北上市コミ

ュニティバ

ス運行事業

（地域活性

化措置） 

 

岩手県電源立地地域対

策交付金交付事業（北

上市コミュニティバス

運行事業）  

 

北上市 

 

11,180,000 

 

5,026,000 

 



Ⅱ．事業評価個表  

 （単位：円）  

番号 措置名 交付金事業の名称  

1 

北上市コミュニティバ

ス運行事業（地域活性化

措置） 

岩手県電源立地地域対策交付金交付事業（北上市コミュニティバス運行事業） 

 

 

 

 交付金事業者名又は間接交付金事業者名 北上市  

交付金事業実施場所 北上市内  

交付金事業の概要  公共交通機関がない地域に住み続けられるためのセーフティネットとして、２系統、１日４往復を

週２日、通院、買い物等に安心してもらえるようコミュニティバスを運行した。 

 運行日数 述べ193日 

 飯豊立花黒岩線 月・木運行 

 二子更木線   火・金運行 

 ※祝日、お盆（8/13～16）、年末年始（12/29～1/3）は運休 

 

 

 

 

 

 

総事業費 

11,180,000 

交付金充当額 

  うち文部科学省分 

  うち経済産業省分 

5,026,000  

（0）  

（0）  

 

 

 

 

交付金事業の成果目標 

 コミュニティバスの運行により、市内北部の交通空白地域を中心に年間約23,000人の利用を見込

み、マイカーを持たない人の通院・買い物等の生活機能の確保や高齢者の交通事故防止が図られると

ともに、人口減少、少子高齢化を踏まえた都市の中心拠点や生活拠点において、人・モノ・情報の活

発な交流を促し、各地域と都市全体が有機的に結びつく持続可能なまちの確立が期待される。 

交付金事業の成果指標 年間利用者数：23,000人 

交付金事業の成果及 

び評価 

 平成29年度利用者数は、２路線合わせて対前年比2.7％増の20,303人となった。 

 利用者増の要因として、平成28年度から一部路線を延長し利便性の向上を図ったことや、利用促進

に向けた意見交換の場を設けたこと等が寄与したものと考えられる。 

 

 



 

交付金事業の契約の概要 

 
契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額 

 

  

 北上市コミュニ

ティバス運行事

業補助金交付 

随意契約 岩手県交通株式会社 11,180,000 

 

  

  

 成果及び評価に係る第三者機関の活用の有無 
 

   

 

特になし 

 

 

 

 

 

 交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 平成35年度 
 

 (備考)   (1) 事業ごとに作成すること。  

(2) 番号の欄には、事業評価総括表における番号欄に対応した数を記入すること。  

(3) 交付金事業の成果目標の欄は、発電用施設周辺地域整備法第1条（目的）を踏まえて具体的に記載すること。  

(4) 交付金事業の成果指標の欄は、成果目標を踏まえて定量的な指標を記載すること。  

(5) 交付金事業の成果及び評価の欄は、進捗度、利用量並びに効果等を出来る限り数値を用いて記載すること。  

(6) 交付金事業の契約の概要の欄は、契約件数が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。  

(7) 成果及び評価に係る第三者機関等を活用の有無の欄については、第三者機関等を活用した場合にあっては、その名称

及び構成員等を記載すること。  

  

 


